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種苗生産結果
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目 的

育種素材として収集した地方系統アコヤガイ，および

当研究部で継代飼育している中国系統貝，近交系貝

（同系交配）を親貝として行った種苗生産の概要を取り

まとめた。

方 法

地方系統貝，中国系貝および近交系貝は，いずれも

平成15年に当研究部で定法により生産し，英虞湾塩屋

浦で育成された貝（3年貝）とした。この中から成熟状

態等を指標に親貝を選んで種苗を生産した。種苗生産

は平成17年4月21日から5月13日に，当研究部で定

法により行い，生産された稚貝は英虞湾塩屋浦に設置し

た海面筏で飼育した。

結果および考察

親貝の特性値を表1に示した。試験貝（各ロット）の

閉殻筋／殻重量比は，雄個体では4.2～7.6％，雌個体

では3.6～7.0％で，閉殻筋の赤色度（a値）は，雄個

体では2.3～7.0，雌個体では1.6～11.5であった。

地方系統貝の交配では，系統の飼育特性を評価する

ため複数個体を親貝に使用した。交雑貝については，成

熟が良好で交配可能と判断される個体が雄1個体のみで

あったため，雄1個体から得た精液を用いて，2個体の

雌の日本産にそれぞれ交配させた。近交系については，

水産研究部で継代飼育していた2系統（F4）から，そ

れぞれ雌雄1個体ずつを選抜して交配した。


